















A Study on Transnational Communities in Asian Peripheries: 














































































































本研究会の内容は 『白山人類学』第13号に r<特集〉東南アジア海域世界の社会史的再考 サマ・
パジ、ヤウ人の視点からJ(関係論文は英語)として印刷公表した。
l[ <研究成果〉
青山和佳 2010年3月30日 AOYAMAWaka，“Neighbors to the ‘Poor' Bajau: An Oral Story 
of a Woman of Cebuano Speaking Group in Davao City， the Philippines，" 
Hak附anReview 01 Anthrotology， Vo1.l3， pp.3-33 
2010年6月15日 (受田宏之・小林誉明と共編著)r開発援助がつくる社会生活一一現
場からのプロジ、ェクト診断J大学教育出版
2010年3月30日 AKAMINEJ un，“Trepang and Lalipan: A Linguistic Note towards 
the Reconstruction of Social History of Maritime Southeast Asia，" Hakusan 














2010年3月30日 NAGATSUKazufumi，“A Preliminary Spatial Data on the 
Distribution of the Sama-Bajau Population in Insular Southeast Asia，" 






島・奥会津研究会 主催 r<島l興コミュニティ学会〉設立 プレワークショ ップ
『島l旗コミュニティ研究の視座と展望.JJで報告
2010年6月 「龍王宮の空間が語るものJrコリアンコミュニティ研究.1Vol.l 1-6頁
2010年“ShamanismCrossing Boundaries: A case study of first-generation Korean 
W omen living in J apan，" Studies 01 Urban Humanities， V 01.1 
2010年8月“ShamanismCrossing Boundaries: A case study of first-generation 
Korean Women living in Japan，" The 7th International Conference of Urban 





















2010年 「ウ トロ地区のこれまでの歩みとこれからのまちづくり」 国土交通省 平成
21年度住まい・まちづくり担い手支援事業 『在日コリアン ・コミュニテイの
持続型居住を実現する住環境整備計画策定活動J活動報告集 40-41頁
2010年 「在日演劇論② HIDEYOSHIー アメリカで聞いた「豊臣秀吉」と「耳塚J-J 
大阪国際理解教育研究センター.ISaiJ編集委員会編 rSaU第63号 20-22頁










2010年1月23日 「フィリピン =中東聞における国際労働力移動の展開 リクルー
ターの役割に焦点をおいてJ，東洋大学アジア文化研究所年次集会で報告
2010年'ThePre-Departure Orientation Seminars: A way of Protecting Perspective 














































































































































































































































F -一 「』圃晶画E 曹司崎』" 間 I!:;jj 
[巨済島]玉浦大捷記念公園写真⑫
[対馬]I対馬防衛隊」による看板
とはできなかった。
巨済島から連絡船にて釜山に移動し宝水洞の
古書庖を訪れた。ここでは日本と巨済島関係の資
料を調査・収集した。次に東亜大学校の崖仁宅教
授の研究室を訪問した。この夏，東亜大学校への
入試説明会を対馬高校生を対象に実施したことや
対馬の観光関係の調査をしている日本人研究者の
情報，国史編纂委員会webサイト上の有益な情
報などについていろいろと教えて頂いた。
釜山から連絡船にて対馬の厳原に移動する途中，釜山と巨済島を結ぶ建設中の巨加大橋(写真⑭)
を見ることができた。 2010年12月完成したが，これまで連絡船で約1時間 道路で統営経由で約2
時聞かかっていたのが， 50分で行けるようになる。
対馬では「対馬ちんぐ(友達)音楽祭」にて参与観察を行なった。日本のミュージシャンが中心
となって 1年に 1回日韓双方のミュージシャンが一堂に会してライブ演奏を行なうものであり，今
年で15回を数える。対馬市長の挨拶の中で， 1年間に対馬の人口の10倍の韓国人観光客が訪れるこ
とが語られた。また両国が仲の良かった時代として，今年2010年から1443年の嘉吉条約(李氏朝鮮
と対馬の貿易協定)を引いたものから1592年の文禄 ・慶長の役(壬申倭乱:イムジンウェラン)か
ら1608年の朝鮮通信使の再開までをヲ|いた551年間と紹介した(より正確にはそこから日本の植民
地支配の36年間をヲ|かなくてはならないのではと思った)。そして対馬が南北分断の朝鮮半島と日
[巨済島]巨済文化院写真⑬
写真⑪
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巨済島を結ぶ巨加大橋 (2010年12月完成)
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[釜山一巨済島]釜山と加徳島，写真⑭
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本との交流における大事な役割を持っていること
について言及した。その後レンタカーにて北部の
佐須奈へと移動した。
島の北部に移動したのは，もっとも近いポイン
トから韓国を見てみようという意図からであっ
た。巨済島からは対馬をまったく見ることができ
なかったため，逆に対馬から見てみようというこ
とである。この季節はまず見ることが難しいとの
事前の話であった。しかし海の近く に出かけてい
た宿の主人から，釜山が見えるとの話を聞き，
もっとも韓国に近い，島の北西端にある異国の見
える丘展望塔や梓崎自然公園の展望台 (写真⑮)
からは，この季節にしては珍しくうっすらとでは
あるが，釜山を見ることができた (写真⑮)。一
番近いはずの巨済島がかすかに見えるのに対し
て， 釜山の町並みは比較的はっきりと見えた。見
えるということは当然行くだろうと思われる。古
の人々は普通に行き来していただろうが，国境が
引かれた今日ではそれを超えなければならない。
巨済島での聴き取りでも，かつての日本との往来
を示すものは残っていても，割と最近の行き来に
ついてはほとんど残っていないのが現状である。
しかし島の北西部の海岸沿いに回っていく中で，
数人の漁師に聴いたところでは，昔は大潮の夕方
に「朝鮮潮」と言われ，朝鮮に向かつて強い流れ
が発生しそれに乗れば楽に向こうに行くことが
できたとのことである。
さらに島を南下し，厳原から連絡船にて博多港へと戻った。福岡市内にある韓流グッズや韓国物
産を扱う庖舗を訪れた。残念ながら韓流グッズを扱う庖は閉庖していたが，ここが日本と韓国との
lつの結節点となっていることは明らかである。
日本による植民地支配の開始からちょうど百年に当たる今年，日韓交流と双方の行き来を求めて
いくつかの場所を訪れた。今後の日本と韓国の交流を考える上で， 貴重な調査ができたことは非常
に幸いで、あった。
江町、色、J
i: ，:'[~.~，長
[対馬]梓崎自然公園の展望台にある
「日本最北西端の地」の碑の地図
写真⑮
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[対馬]梓崎自然公園から釜山を望む
(水平線上の白い部分が町並み。薄く
島影も見える。)
写真⑮
-11-
[対馬]民泊の看板
(文 ・写真は井出弘毅)
写真⑮
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[対馬]韓国展望所写真⑫
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